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▼戦後間もない頃の初期の公民館（青森県）
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▲「公民館図説」より
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▲ 1954年頃、婦人会独自の公民館運動会のようす
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初期公民館の
変容
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▼月刊公民館
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▼月刊公民館

29 28



｜

｜
｜

▲昔の遊びを通して世代間交流（島根県） ▲ネパールの家庭料理教室（沖縄県）
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▲ 公園での出張公民館「パーラー公民館」（沖縄県）
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▼屋外での映画上映「うみそら上映会」（沖縄県）
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▼屋外での映画上映「うみそら上映会」（沖縄県）

39 38



平成30年10月1日発行

編集・発行 公益社団法人全国公民館連合会
 〒105－0001  東京都港区虎ノ門1－16－8
 TEL 03－3501－9666  FAX 03－3501－3481
  E-mail tora@kominkan-or.jp

表紙イラスト Eishin Yoshida

レイアウト オフィス・へなちょこ

公民館は、どう「語られて」きたのか？
〈第４０回全国公民館研究集会東京大会特別配布資料〉



戦
後
七
〇
年
の
議
論
か
ら
考
え
る
公
民
館
の
こ
れ
か
ら




